
１　学習の到達目標

２　学習の計画
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・貨幣の役割と通貨制度。金本位制度について理
解します。
・国際分業と自由貿易の特徴について確認しま
す。
・比較生産費説と保護貿易論の特徴と違いについ
て理解します。
・国際収支の考え方、見方を理解し、国際収支表
からわかる日本と世界の姿を理解します。
・外国為替市場のしくみを理解し、相場変動の原
理や円高円安で社会のどのような影響があるのか
を確認します。

・授業中の様子
・グループワークへ
の取り組み
・ワークシートへの
取り組み

・今日の国際社会の課題が従来の政治や経済の枠
組みをこえ、複雑になっていることを踏まえ、そ
のリスクある社会について探究します。
難民問題の原因を考え、その解決策を探究します
国際経済格差の是正について発展途上国の経済的
な自立と先進国の協力のあり方について探究しま
す

・授業中の様子
・グループワークへ
の取り組み
・ワークシートへの
取り組み

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第
2
学
期

単元名 学習項目

第2章　現代の国
際社会と政治

1　国際社会の成立と国
際法

2　国際収支と為替

3　国際協調と国際経済
機関の役割

第3章　現代の国
際社会と経済

1　国際経済の仕組み

3　国際社会の変遷と動
向

6　金融の仕組みとその
働き

7　財政の仕組みとその
働き

12　農業と食料問題

学習内容や学習活動

4　国際紛争と軍備管理

評価の材料等

10　労働問題と労働環境
の変化

・金融とは何かを確認し、資金の需給が金融市場
や株式市場からどのような影響を受けているのか
理解します。また金利の動向が消費や投資行動、
および物価、株価、景気にどのような影響を与え
るのかを確認します。
・現在行われている財政政策について学習し、そ
のあり方について理解するとともに、望ましい財
政のあり方を考えます。
・戦後復興から、２１世紀までの日本経済の特徴
を理解し、課題を考えます。
・企業がどのように生産活動を行っているのかを
理解するとともに、日本の労使関係の特色を確認
します。

・授業中の様子
・グループワークへ
の取り組み
・ワークシートへの
取り組み

・授業中の様子
・グループワークへ
の取り組み
・ワークシートへの
取り組み

・社会保障費の財政負担が大きな問題となってい
ることを理解します。
・日本の農業における課題そして現在の取り組み
を理解します。
・現代の国際社会が形成される展開について理解
します。国際政治を動かす要因や国際法、また司
法機関のはたらきと限界について考察します。
・勢力均衡政策と集団安全保障とは何か、国際連
盟、国際連合の相違点、UNの活動と諸問題につい
て学びます。また平和維持活動と平和構築につい
て学びます。
・冷戦構造の構築と崩壊、現在の国際政治につい
て概観します。核抑止論、軍備管理と軍縮。その
課題について学びます。
・民族紛争・現代の非対称型紛争を学び、国際法
から観た、日本の安全保障のあり方を分析しま

期末考査
定期考査

2　難民問題

第4章　国際社会
の諸課題

1　グローバル化のリス
ク

3　経済格差

・どのような社会においても経済的選択の問題が
あることを学習し、経済問題の解決の方法によっ
て市場経済や計画経済があることを理解します。
・家計、企業、政府が現代の経済における主要な
経済主体であり、これらが、国民経済を構成して
いることを学びます。
・市場の競争性が維持されていても、市場の失敗
があることを理解します。
・インフレ、デフレが社会や国民生活に影響を与
えることを理解します。
・経済成長と景気変動を図る様々な指標の特徴を
確認します。

・授業中の様子
・グループワークへ
の取り組み
・ワークシートへの
取り組み

学習項目 学習内容や学習活動

1　経済活動の基本概念

4　国民経済と景気変動

5　物価とその変動

定期考査

単位数

第
3
学
期

4　グローバル化と国際
経済

期末考査
定期考査

第
１
学
期

11　社会保障の充実

8　日本経済のあゆみ

2　国際連合と国際協力

2　経済活動の主体

3　市場経済の機能と限
界

令和８年度　　　　　公民科　　「政治経済」シラバス

教科書

単元名

主に経済分野を中心に、政治・経済に関する基礎的な知識を学ぶとともに，時事問題への理解・関心を深め，良識ある市民社
会の構成者として必要な態度を身につける。

中間考査

評価の材料等

中間考査

9　企業の活動と役割

4 学科・学年・学級 第３学年３～８組選択者

副教材等 政治・経済資料２０２６（とうほう）高等学校　政治・経済（清水書院）

第１章　現代経
済のしくみと日
本



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

主体的に学習に
取り組む態度

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解すると
ともに，諸資料から，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付けるようにする。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基
本的原理を活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，合意形成や社会参
画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる人間としての在り方生き方
についての自覚や，公共的な空間に生き国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄
を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚など
を深める。

思考・判断・表現

知識・技能

知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点の評価から総合的に評価する。

国内政治と文化思想の分野は、２年次の「公共」ですでに扱いました。政経では「「経済分野全般」と「国際政治・経済」に
ついて学びます。学びの本質は以下の通りです。
　「衆議院の解散中に，国会の審議が必要な緊急事態が生じた時には，内閣は参議院の緊急集会を求めることが出来，この時
の議決事項は，次の国会閉会後10日以内に衆議院の同意を必要とする。」という知識を「制度的知識」といいます。運転免許
試験などはこれだけでできています。また２年生まで高校の社会科で最も多かったのはこの知識でしょう。
　一方，政治学・経済学で最も大切な認識力・学力を「理論的理解」と言います。
　「理論的理解」とは「国債を自国通貨で大量に発行しても，自国民が購入した場合，財政破綻することは絶対ない。」とい
うように，理論的モデル使って現実の裏で動いているメカニズムを理解することなのです。この学力がないと，〈日本は赤字
国債で借金地獄〉というようなマスコミの報道にたやすく騙されます。
　受講者のみなさん，本当に社会の仕組みを理解するためには「制度的知識」と「理論的理解」の両方をしっかりと身に付け
る必要があることを確認してください。制度的知識は，必要とあれば実は独学でも身に付けられますが，理論的理解の方はそ
うはいきません。このような理由から政経では，後者の内容を重視しています。
　時事問題を適宜扱うため、授業内容を弾力的に変更します。了解しておいてください。


